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価値創造ストーリー  ｜  価値創造の歩み

非財務資本構築の歴史

医薬品の製造・品質管理の国
際的な基準であるGMP規格に
準拠した先進的な工場として、
福岡県飯塚市に九州工場を
建設しました。高品質なサワイ
製品の安定供給を支えるとと
もに、沢井製薬のブランドイ
メージ形成にも貢献しました。

1981

従前よりモットーとして掲げて
いた「なによりも患者さんのた
めに」を核に、全社員参加の
もと、「使命」「挑戦」「願い」の
3項目からなる企業理念を制
定しました。また、企業理念
を実行するための指針として、
「行動基準」を定めました。

2007

「シェア拡大」「経営体質のさら
なる強化」「ゆるぎないサワイ
ブランドの構築」を基本方針
として、5年以内の連結売上
高1,000億円達成を掲げた
計画を公表しました。基本方
針は、その後の中期経営計画
にも引き継がれました。

2009

2013年3月に関東工場（千葉
県茂原市）の敷地内に新製剤
工場を、2017年1月には三田
工場の近隣に包装工程専門の
三田西工場（兵庫県三田市）
を建設。生産能力と災害対応
を含むリスクマネジメントの
強化を図りました。

2013・2017

新製品の開発はもちろん、製
品の工業化や安定供給、発売
済み製品の改良等の機能を
担う拠点として、大阪市旭区に
あった製剤技術センターと、
研究所の一部機能を集約した、
開発センターを本社近くの
大阪府吹田市に新設しました。

2015

当社グループが今後も持続
的な成長を続けるためには、
既存事業の強化と同時に時代
の要請に即応した新たな事業
の育成を実現する必要がある
と考え、持株会社体制への移
行を決断しました。

2021
知的資本 知的資本製造資本

当時、独立した研究開発専用
の施設を有するジェネリック
医薬品メーカーは多くありま
せんでした。早くから研究開発
を重視する姿勢は、1994年
の製剤研究センター、2015年
の開発センターに引き継がれ
ています。

1984
製造資本社会・関係資本社会・関係資本 社会・関係資本

関東工場

当社グループの長期ビジョン
に盛り込まれている「ダイバー
シティの推進」を目指し、約半
年間のプロジェクト活動を
経て、2023年3月、今後のアク
ションプランについて経営層
への提言を行いました。

2022

一般用から医療用医薬品メーカーへ ジェネリック医薬品のリーディングカンパニーへ グローバル展開拡大 新たな事業への挑戦

一般用医薬品メーカーから
医療用医薬品メーカーへシフト

1965

1929
Upsher-Smith 
Laboratories,LLC社を買収し、
米国市場へ本格進出

2017

2021
サワイグループ

ホールディングス株式会社を
設立（4月）

トラストファーマテック
株式会社を設立（12月）

M1 TRUST 2021 START 2024M1 TRUST 2018M1 TRUST 2015M1 TRUST中期経営計画

大阪市淀川区に
新社屋を竣工

化研生薬株式会社を
子会社化

2006

東京証券取引所市場
第一部上場

2003

メディサ新薬株式会社を
完全子会社化

2010

創業

2014

1948
大阪市旭区に
澤井製薬株式会社を設立

大阪市旭区に沢井製薬の前身、
澤井薬局を創業

創業当初の主力品である目薬

2007
2013年3月末までに
ジェネリック医薬品の数量
シェアを30％以上とする
政府目標が示される

中期経営計画
「M1 TRUST」を発表

2009

人的資本

2,003
2022年度売上収益

億円

4,000
（目標）

P.30 Topics

「なによりも患者さんのために」、
そして、すべての人の「健やかな暮らし」へ

GMP規格に準拠の
九州工場が竣工

企業理念及び
行動基準を制定

中期経営計画
「M1 TRUST」を発表

関東工場・三田西工場を
建設し、生産能力を増強

株式移転による
持株会社体制への移行

研究拡充を目指して
大阪研究所の開設

開発センターを新設 「S-Wingプロジェクト」を
実施

連結売上高が初めて
1,000億円を突破
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価値創造ストーリー  ｜  価値創造モデル

ひとりでも多くの人々の身近に
高品質なヘルスケアサービスを
当社グループは、ジェネリック医薬品業界のリーディングカンパニーとして、高品質なジェネリック医薬品の安定供給に努め、

人々の健やかな暮らしを支えています。また、新規事業の開拓を進め、総合ヘルスケアカンパニーへの進化に挑戦しています。

より多くの人々が身近に
ヘルスケアサービスを受けられ、
社会の中で安心して活き活きと
暮らせる世界     

個々のニーズに応じた、科学的根拠
に基づく製品・サービスを複合的に
提供することで、人々の健康に貢献
し続ける存在感のある会社

Sawai Group Vision 2030

価値創造につながるマテリアリティ 持続的成長の基盤となるマテリアリティ
医療アクセスの向上／ 医療財政への貢献／ 
健康寿命延伸への貢献／ 人財育成

環境に配慮した事業／ 働き方・働きがい・人権尊重／
コーポレート・ガバナンス

ありたい姿創りたい
世界像

国民医療費の増大
国民医療費 

（2020年度）
43.0兆円

安価で安全な
医薬品へのニーズ
全都道府県で
ジェネリック医薬品の
数量シェア

80%以上
（2023年度末までに）

QOLへの
関心の高まり

医薬品の安定供給

（2022年9月）

日本の人口に占める
65 歳以上の割合 

超高齢社会

29.1％

医療アクセスの向上
販売数量

150億錠（沢井製薬）

社会に提供する価値
（アウトカム）

社会的課題

医療財政への貢献
医療費節減額

2,809億円（日本事業）
1,312億円（米国事業）

健康寿命延伸への貢献
PHR（パーソナルヘルスレコード）
管理アプリ

400以上の医療機関で活用

人財育成
従業員教育研修費用
（国内サワイグループ）

8,500万円

事業成果
（アウトプット）

売上収益

2,003億円

営業利益

170億円

ROE

6.5%

生産数量

166億錠
（日本事業）

29億錠
（米国事業）

新製品

23品目（日本事業）
2品目（米国事業）

特許出願

32件

経営資本※

（インプット）

※ 2023年3月末時点 （2022年度実績）

ジェネリック医薬品業界

No.1のブランド力

保有特許

45件

知的資本

生産能力（国内）

年185億錠

製造資本

R&I 信用格付

A–

財務資本

社会・関係資本

MR

375名
薬剤師資格保有者

246名

人的資本

「薬剤師が好感を持つ後発品
企業支持率 13年連続No.1」
(日経ドラッグインフォメー
ション調べ)」

事業活動

新規事業への参入

新たな治療手段として、ニューロモデュレー
ション機器や治療アプリ（DTx）、健康管理
ツールとしてPHR管理アプリを提供する。

デジタル・
医療機器事業 

「未病・予防」領域に事業を拡げ、健康寿命の延
伸をサポートする商品を提供する。

製剤技術力を最大限に活用し、希少疾患用医
薬品（オーファンドラッグ）等、新たな治療機会
を提供する。

新薬事業

健康食品事業

ジェネリック医薬品事業

研究開発

● 先発品の特許に関する
調査分析力

● 原薬の性質や製剤技術
に精通した人財による
製剤技術力

生産・信頼性保証

● 多品種少量生産に
対応する製造ノウハウ

● 徹底した品質管理
● 全国に展開する自社生産
工場と社外協力会社

営業・
マーケティング
● 的確な情報提供
● 豊富な製品
ラインナップ

調達

● 新製品原薬の高い調査・
調達力

● 品質と安全性を第一にした
原材料の選定・調達
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近年では、米国や欧州における知的財産に関わる動き

にも目を配り、日本での知財戦略にも活かしています。

特に、米国でのパラグラフⅣ承認申請

を通して多くの知見を得ることができ、

今後の事業活動を支える大きな資産

となったことも当社の強みです。

先発品の特許に関する調査分析力 

当社では、特許審判や特許訴訟の経験を豊富に有した人

財と、国内外の特許情報や訴訟情報を含む独自のデータ

ベースを構築・活用し、高度な特許戦略を実施しています。

新たな課題に対しては、製薬に関する広範で深い知識を

持つ国内外の知財専門弁護士と連携し、最適な特許戦略の

立案を行っています。

研究開発

調達

新規開発用原薬は世界中から探索し、製造所や品質など

を調査、サンプルを用いた分析・製剤試作等を行い、厚生労

働省の基準よりも厳しい自主基準をクリアした原薬を使用

しています。調査・調達は購買部門のスペシャリストとして、

新薬メーカーや原薬商社、サワイの工場の経験者などに

よる原薬企画グループがサポートしています。

より良い品質のジェネリック医薬品をお届けするために、

品質保証部門を中心に原薬メーカーの工場査察を行って

います。また、製造部門が適切な環境で製造していることや

品質管理部門が適切な分析を行っていることを確認する

とともに、原薬メーカーの品質管理体制がサワイの基準に

適合していることも確認しています。医療関係者の皆さまに

安心してご使用いただけるよう、原薬製造国と原薬製造所

の情報を公開しています。さらに、安定調達を目的に、同じ

原薬を複数のメーカーから調達するマルチソース化にも

積極的に取り組んでいます。

調達先

から幅広く原材料を調達

研究開発費

沢井製薬

研究開発部門のスタッフ数

沢井製薬
125億円 295名

保有特許 

沢井製薬
45件

世界30か国 約500社

世界中から原薬や製剤に関する最新情報を収集し、国際

ハーモナイゼーションに沿って開発できる製剤技術力が

サワイグループの強みです。また、常に開発計画の見直し・前

倒しを行うことで、上市の確度を高めています。製品開発に

追われるなかでも将来の開発テーマに結び付く研究に積極

的に挑戦し、製剤技術の蓄積・拡充を積極的に行っています。

そして、それらの研究から生まれた一連の製剤技術である

「SAWAI HARMOTECH®」を通じて、医療関係者や患者

さんのニーズに合った医薬品をご提供するとともに、製品

の単独上市に貢献していきます。 

ジェネリック医薬品の一番手上市に加え、新規事業にも挑戦

近年増加する開発難度が高い製品の開発に対応するために、DXを活用して研究
効率を高めるとともに、外部研究機関等との積極的な共同研究や動物実験を伴わ
ない生理学的モデルの研究等、幅広く研究開発の基盤強化を図っています。
そして、十分な治療薬がない希少疾患の医薬品開発を含めて、苦しんでおられる
患者さんが誰一人取り残されることのないよう、ジェネリック医薬品の一番手上市
のみならず新規事業にも挑戦してまいります。

新規事業分野を含めた知財力の強化を推進
今までは、主としてジェネリック医薬品に係る特許案件に対処してきましたが、
今後はデジタル医療機器などの新規分野における知財力の強化も図ってまいります。
また、知財、製剤、物性分析などの専門知識を併せ持つ人財を育成し、高度な知財
戦略の立案等を組織的かつ網羅的に実行・継続する、「SAWAI  HARMOTECHⓇ」を
中心とするサワイのオリジナル技術の知財保護並びにブランド化を推進するなどの
施策を強化して、当社グループ全体の無形資産の価値の最大化に取り組んでまい
ります。

常務執行役員
グループ知的財産
担当役員
（グループCIPO）

杉本 信子

担当役員メッセージ（知財）

担当役員メッセージ（研究開発）

強み1

原薬の性質や製剤技術に精通した人財による製剤技術力 強み2

品質と安全性を第一にした
原材料の選定・調達

強み2新製品原薬の高い調査・調達力強み1

価値創造ストーリー  ｜  サワイグループの強み

沢井製薬の主な製剤技術 

エスシタロプラムOD錠

直径：7mm

直径：2.1mm

取締役
専務執行役員
グループ研究開発
統括役員
（グループCRO）

横田 祥士

核粒子製造技術 

フィルムコーティング技術 OD錠製造技術 

QALCORE®

THRUCOAT®SARAMEL®

QALCORE® SARAMEL®

レベチラセタム粒状錠
THRUCOAT®

水に濡れると表面がゲル化し、小さな力で
も飲み込みやすいようにコーティング。「薬
をより飲みやすく」を実現しています。

「乾式コーティング」「湿式コーティング」
「湿式吸着法」の3つの核粒子製造技術で、
製造時間の短縮や薬の飲みやすさを実現。 

原薬と混ぜるだけで、強度と耐湿性、崩壊性
に優れる錠剤をつくれるオリジナル添加剤
「SARAMEL」は、サワイの特許技術です。 
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価値創造ストーリー  ｜  サワイグループの強み

生産能力

沢井製薬 Upsher-Smith
約155億錠

沢井製薬

製造承認品目数

約750品目

約50億錠

Upsher-Smith
約60品目※

トラストファーマテックにおける生産体制の確立に向けて

2021年12月に当社グループの新たな子会社として
設立したトラストファーマテックでは、2023年4月から
本格生産を始め、2024年に年間20億錠以上という生産
体制の確立に向けて準備を進めています。
最重視して取り組んでいるのは、沢井製薬と同じ「なに

よりも患者さんのために」という企業理念、並びにサワイ
品質の徹底・浸透です。企業理念を従業員一人ひとりに
浸透させ、実践を促すために、コンプライアンス意識向上
のための研修やグループ活動を計画的に実施しています。
また、品質に対する「サワイカルチャー」を浸透させるため、
GMPシステムを再構築し、従業員に対し継続的な教育
を実施しています。
また、工場への生産移管を計画的に実施しています。
新製品については研究開発本部の立会製造・試験による
サワイレベルの基準を継承するとともに、既存品目につい

Topics

販売品目数

沢井製薬 Upsher-Smith

営業・マーケティング

約370名のMR（医薬情報 担当者）と、24時間365日

対応のお問い合わせ窓口「医薬品情報センター」、Web

サイトという3つの窓口を通じて、患者さんと医療関係者

の皆さまに情報を提供しています。

MRは医療関係者の皆さまに的確な情報提供活動を

行うだけでなく、医薬品の副作用や安全性に関する情報を

収集し、安全管理部門を中心に集約。その内容を医療現場

へフィードバックし、適正にご利用いただけるよう努めて

います。

当社国内グループの製品のラインナップは、約800品目

に上ります。多彩な品目を販売することで、幅広い領域・

疾患にわたる情報の収集と提供が可能になり、医療関係者

の皆さまの治療方針やニーズに幅広くお応えできるのが、

サワイグループの強みです。

MRに対する継続研修でも多品目を扱うゆえに幅広い

知識が習得できます。豊富な製品ラインナップを持つから

こそ、同一疾患の治療に対して複数の薬剤が提案でき、

併用薬についてもより多くの提案が可能です。

※ 日本での品目換算に準じて算出

※約800品目 約140品目
Upsher-Smith沢井製薬

MR数

約370名 約20名

ひとつの機械で多くの品目を生産するジェネリック医薬

品の製造では、主薬の混入を絶対に起こさないノウハウが

不可欠です。

顆粒を錠剤に成形する打錠機の場合、品目の切り替えに

丸１日程度かかることもありますが、サワイでは、清掃・洗浄

の一つひとつの手順をバリデート（妥当性を検証）しながら、

安全性を確保しています。こうしたジェネリック医薬品特有

の製造工程でのバリデートと生産管理のノウハウが、多品種

少量生産と品質の確保を両立させています。

生産・信頼性保証

原薬や添加剤の選定から製造過程、販売後に至るすべて

の工程で、国の基準を上回る基準で品質を管理しています。

安心してお使いいただけるジェネリック医薬品を提供する

ため、妥協のない品質向上に取り組んでいます。

品質向上への取り組みを積み重ね、グループ理念を実現
国内サワイグループの医薬品生産能力は、沢井製薬の鹿島・関東・三田・三田西・

九州・第二九州の６工場の155億錠に、トラストファーマテックの矢地・清間工場の
30億錠を加えると、すでに185億錠の規模にまで拡大しています。
その生産能力に合わせて、品質のレベルアップを図る取り組みを日々積み重ねる

ことで、「なによりも健やかな暮らしのために」というグループ理念の実現を目指し
ています。

常務執行役員
グループ生産
統括役員
（グループCPO）

蓮尾 俊也

Upsher-Smith沢井製薬

品質管理部門のスタッフ数

411名 68名

国内の主要８工場を中心に、製造管理と品質管理を行っ

ています。8工場ではGMPを遵守し、監査での指摘事項

を共有して足並みを揃えて継続的な改善に努めています。

製剤製造委託先に対しても、少なくとも3年に1度、監査

を実施しています。
Upsher-Smith沢井製薬

自社で実施したGMP監査数

153回 62回

ても製造・試験実施時に沢井製薬の従業員が立会い指導
を行っています。品質確保に関しても、品質保証部責任者
や信頼性保証本部による指導会や監査を実施するなど、
沢井製薬が全面的にバックアップしています。
今後は、2025年までに生産に関わる従業員を増やし

つつ、将来的に30億錠の生産を目指しています。

担当役員メッセージ

多品種少量生産に対応する製造ノウハウ強み1

徹底した品質管理強み2

全国に展開する自社生産工場と社外協力会社強み3
豊富な製品ラインナップ強み2的確な情報提供強み1

※ 日本での品目換算に準じて算出

トラストファーマテックの清間第二工場
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価値創造ストーリー  ｜  サワイグループのサステナビリティ

ステークホルダーから信頼される
企業グループを目指して

基本的な考え方

●  サワイグループにとって、「健全な社会の存在とその
持続的（サステナブル）な発展」こそがその存立の基盤
である。

●  「持続可能な社会の実現」のために、サワイグループ
が必要な存在（＝「社会の公器」）であると認められ、
かつ、サワイグループがすべてのステークホルダー
との間でしっかりとした信頼関係を継続できてこそ、
サワイグループのサステナビリティが実現できる。

●  社会は絶えず変化するものであり、サワイグループも
社会の変化に即応して絶え間ない進化を遂げることに
より、サステナブルな存在であり続けることができる。

基本方針

●  「なによりも健やかな暮らしのために」という企業理念
のもと、事業そのものを通じて、人々の健やかな暮らし
と優れた医療制度等の維持・発展に貢献することで、
サステナブルな社会実現の一翼を担うこと。

●   患者さん・生活者、医療機関等ヘルスケア従事者、
取引先、社員、株主、地域社会、地球環境など、すべて
のステークホルダーとの継続的なエンゲージメント
（相互信頼に基づく絆の構築）に努めること。

●  サワイグループがサステナブルな存在であり続ける
ために、創造性を追求し、社会とともに絶え間ない
進化を遂げること。

当社グループが継続的な企業価値の向上を実現するためには、社会全体の持続性を考慮した事業活動が必要不可欠という

考えのもと、「ステークホルダーの関心」と「自社にとっての重要度」の2つの観点から、優先して取り組むべきマテリアリティ

（重要課題）を特定しています。

医療財政への貢献

人財育成
健康寿命延伸への貢献

医療アクセスの向上
製品の品質・安全性
安定供給
充実した情報提供
付加価値の高いジェネリック医薬品開発
未病・予防を含むより広いヘルスケア領域に事業拡大
経営人財の育成

価値創造につながるマテリアリティ

環境に配慮した事業

働き方・働きがい・人権尊重

コーポレート・ガバナンス

気候変動への対応
リサイクル推進・廃棄物の抑制
水の使用削減
生物多様性
ワークライフバランスの実現
安全で衛生的な職場環境の実現
ダイバーシティの推進
リスクマネジメント・コンプライアンスの強化
ステークホルダーエンゲージメント/ 贈収賄・腐敗防止/
サプライチェーンマネジメント/ 公正・透明な取引の推進/
情報セキュリティの強化

持続的成長の基盤となるマテリアリティ

価値創造に
つながる
マテリアリティ

持続的成長の
基盤となる
マテリアリティ

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
心

非常に
高い

非常に
高い

高い
自社にとっての重要度

マテリアリティの特定プロセス

当社グループのマテリアリティは、下記のステップを経て特定しました。マテリアリティは、事業環境の変化や新たな社会課題

の登場を考慮する必要があるため、定期的にレビューし妥当性を確認するとともに、中長期的な観点から3年に1度程度の

タイミングで見直すことにしています。

課題のリストアップ
IIRCフレームワークやSASBスタンダード、
GRIスタンダード、SDGsなどの国際的
イニシアチブのほか、当社グループの
企業理念・グループビジョンや事業環境
をもとに、中長期的な企業価値に関係が
深いと考えられる経営課題をリストアップ

サワイグループホールディングスの代表取締役社長が

委員長を務めるグループサステナビリティ委員会のもと、

取り組みを推進しています。実務的な取り組みを行うため、

委員会の下部組織として設置された推進チームは、E（環境）・

S（社会）・G（ガバナンス）の3チームに分かれて活動して

います。

事務局は、委員会の補佐やサステナビリティに関する

情報発信、推進チームの支援を担っています。

グループサステナビリティ委員会

推進チーム事務局 （環境・社会・ガバナンス）

各社から
推進チームに参加

Step 1
課題の抽出と重要度評価
ステークホルダーの関心と当社グループ
にとっての重要度の2軸でマッピングし、
「価値創造につながるマテリアリティ」と
「持続的成長の基盤となるマテリアリティ」
の2つに分類

Step 2
妥当性確認
妥当性について、取締役会での議論・検証
を経て、承認

Step 3

サステナビリティ推進体制

● 沢井製薬サステナビリティ委員会
● メディサ新薬　　● 化研生薬
● トラストファーマテック
● Upsher-Smith Laboratories　

マテリアリティ（2022年5月策定）

機会・リスクとその対応策

リスク 機会 対応策

ジェネリック医薬品事業

デ
ジ
タ
ル
・
医
療
機
器
事
業

NASH治療用アプリ

非侵襲型ニューロ
モデュレーション
機器

PHR管理アプリ
（SaluDi）

希少疾患新薬事業

健康食品事業

● 毎年薬価改定等による薬価引き下げ 
● ジェネリック医薬品全体の信頼低下
● AGの発売増 
● 為替やインフレによる原薬・資材コスト増

● 高齢化の進行による需要拡大
● ヘルスケア・医療ニーズの多様化・高度化
● 薬価制度見直しの動き
● ジェネリック医薬品業界の再編機運

● 長期安定供給が可能な制度への働きかけ
● 責任ある企業群への転換を促す取り組み
● さらなる原価低減への努力

● さらなる競争の激化
● 法改正による広告規制強化・制度変更
● 知識や経験不足による安全性や品質問題
の発生

● 長寿社会に伴う健康志向の高まり
● GE事業で培った信頼性やブランド力

● 精緻なマーケティング戦略や販売計画の
策定によるターゲットの明確化

● 専門知識・経験を有する人財の採用

● 臨床試験の遅延や失敗 ● 新たな治療オプション提供による市場拡大
● GE事業で培った研究開発力

● 十分なリソースと計画の柔軟性を持つ

● 開発の遅延やビジネスモデル上の課題の
発生 

● 経験不足による想定外の安全性や品質問題
の発生

● 新たな治療手段提供による受診率や治療
率の向上

● 薬剤治療に不適合な患者さんへの新規治
療のオプション提供

● KOL※や関連学会との密接な連携
● 医療機器に精通するExpertとの協働

● 開発の遅延や臨床試験の失敗
● 他社新薬の先行上市

● 標準的治療として確立され、受診率、診断
率と治療率の向上

● DTxに精通する企業・団体との連携
● KOL※・関連学会のニーズの取り込み

● 継続的な他アプリとの差別化
● 利用拡大に伴う社内体制の整備遅れ
● 海外IT企業の医療サービスへの参入

● 未病・予防領域でのプレゼンス確立
● Well-Beingな社会実現への貢献
● アジア等の海外でのサービス展開

● 予防疾患領域とそれを支える機能拡充
● DX人材の確保
● パートナーとの協業によるサービス展開

※ キー・オピニオン・リーダーの略。特定の分野で影響力を持つ専門家
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6.5

12,667

2022

価値創造ストーリー  ｜  財務・非財務ハイライト 

2022

130

2021

130

2022

16,090

2021

24,413

△13.8

△28,269

2022

200,344

23,071

売上収益 :日本事業は、薬価改定の影響があったものの、新製品
の売上伸長や限定出荷解除により前期並に、米国事業は、ブランド
薬等の順調な進捗に円安効果も加わり、前期を上回りました。この
結果、初めて2,000億円超を達成しました。

コア営業利益 :日本事業での生産能力増強のための先行コストの
影響等で、前期を下回りました。

日本事業、米国事業とも厳しい環境のもと、原材料等の経費削減
に積極的に取り組み、利益確保に努めました。日本事業での先行
コストの影響はあったものの、米国事業で前年度発生した減損
損失の影響が無くなったことで、黒字転換しました。

（年度）2017 2018 2019 2020

168,068

184,341 182,537 187,219

（年度）2017 2018 2019 2020 2021

8.7 10.2 9.4 5.8

14,017

19,376 19,279

12,340

（年度）

将来の成長に向け、他社との差別化となる新製品を一番手上市
するために、積極的に研究開発投資を実行しました。米国事業に
おいて前年度発生した減損損失の影響が無くなったことや経費
削減効果により、前期比34.1%減の16,090百万円となりました。 

成長投資とのバランスに配慮するとともに、毎期の連結業績、配当
性向、その他の株主還元策等を総合的に勘案しながら、配当性向
30％を目途に安定的かつ継続的な配当を行っています。2022年
度は、1株当たり年間130円を株主の皆さまに還元しました。 

2017 2018 2019 2020

14,533

16,671

13,487 13,883

（年度）2017 2018 2019 2020

36.1

30.5 29.5

46.1

130
135

130 130

有効成分の苦みを軽減する特許、水無しで服用できるOD錠の
特許等、様々な特許を保有しています。最近は、続々と新規技術
の開発がなされており、サワイ独自の製剤技術（SAWAI 
HARMOTECH®）関連を含め、様々な特許出願・登録が増えてい
ます。当社グループは、特許を含む無形資産の価値の最大化を
目指しています。 

当社グループの最大の社会貢献は、ジェネリック医薬品の提供に
よる医療費負担の軽減を通じた医療保険制度の持続性向上です。
特許の切れた長期収載品とジェネリック医薬品の薬価差が縮小
しつつありますが、依然として売上収益を大きく上回る、約2,800
億円の医療費節減効果に貢献しています。 

（年度）2017 2018 2019 2020

26

31

36 37

2022

45

2021

42

（年度）2017 2018 2019 2020

2,746 2,734
2,967

3,176

2022

2,809

2021

3,382

沢井製薬では監査専門チームを結成し、年間100回以上のGMP
監査を実施しています。前回の監査結果に基づき次回の実施年
を設定するため、年度毎の監査数が一定の範囲で変動します。
製造販売品目数の増加に伴い、新たな製造所の監査数も年々増
えていますが、リモート監査や第三者による監査（委託）によって
補っています。 

当社グループが高品質のジェネリック医薬品を比較的数多く供給
できる背景には、業界トップクラスの生産能力があります。第二
九州工場の建設等により、生産能力のさらなる拡充を図るとともに、
ジェネリック医薬品供給のインフラ企業としての役割を果たして
いきます。 

（年度）2017 2018 2019 2020

100
110

133
124

2022

153

2021

141

（年度）2017 2018 2019 2020

106

155

119

155

124

155

133

155

2021

148
155

2022

150
155

31,118
37,738 34,391 34,043

2021

193,816

26,321

44.9

財務 非財務

コア営業利益売上収益 生産能力

(集計範囲：沢井製薬）

親会社所有者帰属持分当期利益率親会社の所有者に帰属する当期利益 

配当性向 １株当たり配当額研究開発費 医療費節減額保有特許件数

販売数量GMP監査数

200,344百万円 23,071百万円 12,667百万円 6.5%

16,090百万円 130円 44.9% 45件 2,809億円

153回 150億錠 155億錠

売上収益/コア営業利益
親会社の所有者に帰属する当期利益/
親会社所有者帰属持分当期利益率

研究開発費 １株当たり配当額/配当性向 保有特許件数 医療費節減額 

GMP監査数 販売数量/生産能力
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